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島
津
家
本

『太
平
記
』

の
本
文
に

つ
い
て
の
報
告

*

長

坂

成

行

要

旨

島
津
家

本

『
太
平
記
』
は
、
江
戸
前
期

の

『参

考
太
平
記
』

で
異
本
校
合

の
対
象
と

な

っ
た
写
本

で
、
ま
た
巻

一
を
中
心
と
し
た

特
異

な
詞
章
が
注
目
さ

れ

『太
平
記
抜
書
』

の
類
も
作
成
さ

れ
た
。
が
以
後
、
長
く
所
在

不
明

で
そ
の
全
貌

は
明
ら
か

で
な
か

っ
た
。

薩
摩

の

「島
津
家

文
書
』
は
東
京

大
学
史
料

編
纂
所

に

一
括
し
て
収
め
ら

れ
て
お
り
、

そ

の
中

に
当
該

写
本
が
存
在
す
る
こ
と
を
、

近
時
確
認
し
た
。
小
稿
は
島
津
家
本

『太

平
記
』

の
本
文

の
特
徴
に

つ
い
て
巻
ご
と

に
調
査

し
た
も

の
で
あ
る
。
そ

の
結
果

、
巻

一
は
他
本

の
ど

れ
と
も

同
定

で
き
な

い
独
自

の
本
文
を
持

つ
が
、
巻

二
以
降
は
古
態
本

の
中

の
神

官
徴

古
館
本
と
同
じ
系
統

で
あ

る
こ
と

が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
本
稿
は
巻

二

十
ま

で
の
報
告

で
あ

る
。
後
半

の
調
査

の
結

果
も

今
回

の
結
論

と
矛
盾

し
な

い
。

小
稿
は

『参
考
太
平
記
』
所
引
で
、
そ
の
後
長
く
所
在
不
明
で
あ

っ
た
が
、
近

時
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵

の

『島
津
家
文
書
』
の
中
に
蔵
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
た
島
津
家
本

『太
平
記
』

の
本
文
の
特
徴
に
つ
い
て
述

べ
る
も
の
で

あ
る
。
巻
二
十
二
を
欠
く
四
十
巻
本

で
寛
文
十
二
年

(
一
六
七
二
)
書
写
と
推
測

さ
れ
る
こ
の
写
本
の
書
誌

・
伝
来

・

『太
平
記
抜
書
』
の
類
と
の
関
係
な
ど
、
に

(1

)

関
し
て
は
す
べ
て
別
稿

に
譲
り
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
島
津
家
本
の
前
半

(巻

一
～
二
十
)
の
記
事
の
有
無

・
配
列

・
詞
章
の
特
徴
に
つ
い
て
、
特
に
、
古
態

を
存
す
る
と
さ
れ
る
甲
類
本
、
す
な
わ
ち
神
田
本

(天
正
本
系
本
文
の
切
継
ぎ
補
入

を
の
ぞ
い
た
、
い
わ
ゆ
る
原
態
神
田
本
)

・
西
源
院
本

・
神
宮
徴
古
館
本

(徴
古
館
本

(
2
)

と
略
称
)

・
南
都
本
の
類

(主
に
内
閣
文
庫
本
を
使
用
)
と
の
比
較
の
結
果
を
示
す
。

乙
類
本
の
毛
利
家
本

・
米
沢
本

・
今
川
家
本
や
梵
舜
本

・
流
布
本
、
丙
類
の
天
正

本
の
類
な
ど
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
適
宜
触
れ
る
に
と
ど
め
る
。
な
お
島
津
家
本

の
本
文
系
統
を
判
断
す
る
の
に
最
低
限
必
要
な
本
文
の
確
認
以
外
に
、
巻
ご
と
に

い
く

つ
か
の
指
標
を
示
す
。
近
い
将
来
予
定
す
る

『太
平
記
』
諸
本
記
事
異
同
表

に
、
本
文
系
統
認
定
の
た
め
の
指
標
も
取
り
込
み
た
く
、
そ
の
礎
稿
の
下
準
備
と

し
た
い
意
図
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従

っ
て
以
下
、
き
わ
め
て
単
調
か

つ
冗
長
な

記
述
に
終
始
す
る
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
く
。

島
津
家
本

の
本
文
の
引
用
は
濁
点
は
元
の
ま
ま
と
し
私
に
読
点
を
付
す
。
ま
た

説
明
の
都
合
上
、
適
宜
傍
線
な
ど
を
付
す
。
以
下
の
刊
本
か
ら
の
引
文
は
頁
数
を

注
記
す
る
。

神
田
本

(国
書
刊
行
会
、
天
正
本
か
ら
の
切
継
補
入
箇
所
は
汲
古
書
院
版
解
題
に
し
た
が

っ
て
除
く
)

・
西
源
院
本

(刀
江
書
院
)

・
神
宮
徴
古
館
本

(和
泉
書
院
)

・
玄
玖
本
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(勉
誠
社
)

・
日

置

本

(新
典
社
)

系
∀

・
参

考

本

(国
書
刊
行
会
)

・
.梵

舜

本

(古

典
文
庫

)

・
流

布

本

(岩
波
古
典
大

巻

一
。
こ
の
巻
は
諸
本
の
本
文
異
同
の
少
な
い
巻
だ
が
、
中
で
島
津
家
本
は
他

本
に
な

い
記
事
が
多
く
最
も
特
徴
的

な
巻
で
あ
る
。
既
に

『参
考
太
平
記
』
や

　こ

『
太
平
記
抜
書
』
〈天
理
図
書
館
蔵
)
の
類

に
も
引
用

・
翻
刻
さ
れ
て
い
る
異
文
は
そ

れ
ら
に
譲
り
、
本
写
本
の
出
現
に
よ

っ
て
初
め
て
分
か
る
箇
所
を
主
に
あ
げ
る
。

ま
ず
巻
頭
目
録
を
示
す
。

一一一一一一

 

一

序
段
並
代
々
世
上
濫
膓
事

〔先
代
草
創
事
付
後
醍
醐
天
皇
御
事
〕

后
妃
皇
子
等
事

〔立
后
御
事
付
三
位
殿
局
事
〕
〔儲
王
御
事
〕

天
下
隠
謀
企
並
無
禮
講
文
談
等
事

〔御
産
御
祈
事
付
俊
基
篭
居
事
〕
〔無
礼
講
事
付
玄
恵
文
談
事
〕

土
岐
以
下
隠
謀
露
顕
事

〔隠
謀
露
顕
事
〕

一
院
崩
御
並
土
岐
十
郎
田
染
等
殊
伐
事

〔土
岐
多
染
発
向
事
〕

東
使
虜
隠
謀
近
臣
関
東
下
向
並
天
子
告
文
並
疵
腹
等
事

〔資
朝
俊
基
生
捕
事
〕
〔御
告
文
事
井
疵
腹
等
事
〕

章
房
事

〔

〕
内
は
本
文
中
に
あ
る
目
録
で
、
巻
頭
目
録
と
全
く

一
致
し
な
い
の
は
不

思
議
で
あ
る
。
巻
頭
目
録
の
如
き
巻

一
の
目
録
を
有
す
る
写
本
は
管
見
に
な
く
、

と
く
に
五
項
目
目
の

コ

院
崩
御
」
は
、
あ
と
で
触
れ
る
後
宇
多
院
の
死
を
さ
す

か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
記
事
を
持
つ
の
は
天
正
本

(巻
二

「石
清
水
井
び
に
南
都

北
嶺
行
幸
の
事
」
、
新
編
全
集
五
六
頁
)
系
統

の
み
で
不
審

で
あ
る
。
巻
頭
目
録
が
現

存
島
津
家
本
の
内
容
と
矛
盾
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
一
院
崩
御
」

の
み
は
こ

こ
に
記
事
が
な
く
、
こ
の
目
録
が
他
本

(巻

一
に
後
学
多
崩
御
記
事
を
持
つ
。
未
知
)

の
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
残
る
。
な
お
島
津
家
本
に
は
総
目
録

一
冊
が
備
わ
り
、

全
体
と
し
て
は
神
宮
徴
古
館
本

の
そ
れ
に
非
常
に
近

い
。
付

(つ
け
た
り
)
の
有

無
や
用
字
の
相
違
程
度
の
異
同
は
あ
る
が
、
基
本
的
な
形
と
し
て
徴
古
館
本
に
類

す
る
。
そ
の
巻

一
の
目
録
は

〔

〕
内
の
本
文
中
の
目
録
に
近
い
が
、
完
全
に
は

一
致
し
な
い
。

「先
代
草
創
事
付
後
醍
醐
天
皇
御
事
」
の
、
『太
平
記
』
序
に
相
当
す
る
部
分
、

「覆
テ
外
ナ
キ

ハ
天
ノ
道
也
、
(中
略
)
載
テ
捨
ル
事
ナ
キ

ハ
地
ノ
徳
也
」
と
あ
り
、

徴
古
館
本

(二
頁
)

・
内
閣
文
庫
本
に
同
じ
。
西
源
院
本

(三
頁
)

・
神
田
本

(
一

頁
)

・
玄
玖
本

(
一
・
四
三
頁
)
は

「
天
ノ
徳
」
「地

ノ
道
」
と
な
る
。
北
条
氏

代
々
の
執
権
を
あ
げ
る
部
分
、
「
其
ヨ
リ
後
、
武
蔵
守
泰
時
、
修
理
亮
時
氏
、
武

蔵
守
経
時
、
相
模
守
時
頼
、
武
蔵
守
長
時
、
右
馬
権
頭
時
宗
、
相
模
守
貞
時
相
続

テ
七
代
ハ
」
と
あ
る
。
徴
古
館
本

(三
頁
)
は
時
氏

(傍
線
部
)
を
欠
き
、
西
源
院

本

(四
頁
)

・
神
田
本

(二
頁
)

・
内
閣
文
庫
本
は
長
時

(二
重
傍
線
部
)
を
欠
く
。

「儲
王
御
事
」
は
他
本
よ
り
多
く
の
皇
子
を
あ
げ
る
。

第

一
宮

中
務
卿
親
王

(尊
良
)

御
子
左
大
納
言
為
世
女
為
子
腹

吉
田
定
房
養
君

な
マ　

第
二
宮

師

親
王

(世
良
)

冷
泉
実
俊
女
遊
義
門
院
の
一
条
局
腹

北
畠
親
房
養
君

第
三
宮

(護
良
)

民
部
卿
三
位
腹

出
家
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第
四
宮

(静
尊
法
親
王
)

第
五
宮

(宗
良
)

(第
六
宮
)
恒
良
親
王

(第
七
宮
)
成
良
親
王

(第
入
宮
)
義
良
親
王

徴
古
館
本

(七
頁
)

第
五
宮
以
下
の
記
事
は
既
に

(4
)

さ

れ

て

い

る

が

、

師
親
王
と
同
腹

中
務
卿
親
王
と
同
腹

准
后
廉
子
腹

同
右

同
右

出
家

出
家

北
国
へ

鎌
倉
へ

南
朝
天
子

な
ど
古
態
の
諸
本
は
第
四
宮
ま
で
を
載
せ
る
の
み
で
あ
る
。

『太
平

記
補
閥
』
に
基
づ

い
て
加
美

宏
氏
が
翻
刻

改
め
て
島
津
家
本
の
本
文
を
示
し
て
お
く
。

第
五
宮

ハ
中
務
親
王
ノ
御

一
腹
タ
リ
、
総
角
ノ
御
時
ヨ
リ
妙
法
院
ノ
門
跡

二

御
入
室
、
良
唯
僧
正
二
灌
頂
ア
リ
、
是
モ
兼
学
ノ
法
器
ニ
テ
、
朝

ニ
ハ
三
部

曼
陀
ノ
花

ヲ
折
リ
、
タ
ニ
ハ

一
念
円
融
ノ
月

ヲ
埜
キ
給
フ
、
顕
密
行
学
ノ
隙

ニ
ハ
歌
道
数
奇
ノ
翫
ア
リ
シ
カ
バ
、
高
祖
大
師
ノ
旧
業

ニ
モ
恥
ズ
、
慈
鎮
和

尚
ノ
風
雅

ニ
モ
将
超
タ
リ
、
其
末

々
ノ
皇
子

二
儲
君

二
立
セ
給
モ
御
ケ
リ
、

恒
良
親
王
ト
申
セ
シ
バ
、
准
后
廉
子
ノ
御
腹
也
シ
カ
バ
、
母
后
ノ
寵
耀

ニ
ョ

リ
テ
太
子
二
立
給
フ
、
元
弘
四
年
正
月
廿
三
日
立
坊

ア
リ
シ
カ
、
建
武
三
年

十
月
二
義
貞
朝
臣
力
君
主
ト
載
奉

テ
、
北
国
二
赴
セ
給
ケ
リ
、
其
次

二
成
良

親
王
ト
申
シ
モ
、
彼
御
同
胞
タ
リ

シ
ヲ
、
足
利
高
氏
卿
申
沙
汰
ト
云
テ
、
剣

武
三
年
十

一
月
十
四
日
二
坊

二
立
給
シ
ガ
、
先
皇
吉
野
御
出
奔
ノ
其
刻
、
力

無
ク
武
家
ト
云
テ
廃
シ
奉
リ
ヌ
、
其
次
義
良
親
王
ト
申
セ
シ
モ
猶
彼
准
后
御

腹
也
、
建
武
三
年
三
月
十
日
禁
裏

ニ
テ
倣
儀
ノ
冠
礼
有
キ
、
此
親
王
ソ
吉
野

ノ
行
宮

マ
テ
伴
ヒ
申
サ
レ
、
巳
二
継
体
ト
シ
テ
南
朝
ノ
天
子
ト
仰
奉
リ
シ
バ
、

此
親
王
ノ
御
事
也
、

恒
良

・
成
良

の
立
太
子
、
義
良
元
服
の
日
付

(傍
線
部
)
は
史
実
に
合
致
し
、

何
ら
か
の
史
料
に
基
づ
い
て
の
増
補
と
思
わ
れ
る
。
「
土
岐
多
染
発
向
事
」
の
六

波
羅
軍
発
向
の
日
を

「明
レ
バ
九
月
尽
日
卯
ノ
刻
」
と
す
る
。
他
本

「十
九
日
」

で
、
『参
考
本
』
に

「
保
暦
間
記
二
十
三
日
、
神
明
鏡
十
八
日
」
と
す
る
が
、
末

日
と
す
る
史
料
は
未
詳
。

「資
朝
俊
基
生
捕
事
」
の
、
鎌
倉

へ
連
行
さ
れ
た
両
人
が
、
長
崎
の
宿
所
に
預

け
ら
れ
工
藤
次
郎
左
衛
門
尉
高
景
の
尋
問
を
受
け
る
場
面

(注
3
の
翻
刻
五
八
頁
)

は
多
く
の
諸
本
に
は
無
く
、
米
沢
本

・
学
習
院
本
に
見
ら
れ
る
。
鎌
倉
で
の
尋
問

後

の
記
事
は
、
次
の
よ
う
に
京
都
の
七
夕
の
場
面

(徴
古
館
本
一
九
頁
相
当
)
と
な

る
。

傲
問
ノ
沙
汰
ニ
モ
及

ハ
ズ
、
只
尋
常
ノ
囚
人
ノ
如

ニ
テ
侍
所

ニ
ソ
預
置
レ
ケ

ル
、
光
陰
稜
ヲ
拗

ル
カ
如
ナ
レ
ハ
、
九
夏
ノ
炎
熱

一
葉
ノ
涼
髄

二
吹
替
テ
、

七
月
七
日
ニ
モ
成
ニ
ケ
リ
、
今
夜
ハ
牽
牛
、

傍
線
部
の
接
続
の
文
詞
は
管
見
で
は
米
沢
本

・
学
習
院
本
に
の
み
見
え
る
。
こ

の
後
、
天
皇
と
近
臣
が
告
文
下
賜
の
相
談
を
す
る
場
面
、
島
津
家
本
に
は
二
箇
所

ほ
ど
異
文
が
あ
る
。

只
魂
ヲ
消
シ
胸
ヲ
屠
時
分
ナ
レ
ハ
、
人
皆
眉
ヲ
塑
メ
面
ヲ
垂
テ
ソ
候
ケ
ル
、

君

ハ
旧
院
ノ
御
歎

二
世
上
ノ
事

ヲ
打
副
テ
、

一
方
ナ
ラ
ズ
思
食
沈

マ
セ
給
ケ

リ
、
サ
レ
ハ
御
寝

モ
ツ
ヤ

ツ
ヤ
ナ
ラ
ズ
、
夜
イ
タ
ク
更
テ
誰
力
候
ト
、
(徴

古
館
本
一
九
頁
相
当
)

傍
線
部
は
諸
本
に
な
く
島
津
家
本
の
独
自
異
文
か
と
思
わ
れ
る
。
「旧
院
ノ
御

歎
」
と
は
、
元
亨
四
年

(
一
三
二
四
〉
六
月
二
十
五
日
に
後
醍
醐
天
皇
の
父
後
宇
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多
院
が
崩
御
し
た
こ
と
を
指
す
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
前

の
箇
所
で
崩
御
の
こ

と
が
書
か
れ
て
い
る
の
な
ら
と
も
か
く
、

い
き
な
り
こ
こ
に
出
て
く
る
の
は
唐
突

な
感
は
否
め
な

い
。
前
述
の
目
録
に

「
一
院
崩
御
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る

と
、
巻

一
の
前
半
に

一
院
崩
御

の
記
事
を
持

っ
た
伝
本
が
あ
り
、
こ
の
場
面
は
そ

れ
を
踏
ま
え
て
の
記
述
と
考
え
た
い
。
な
お
米
沢
本

・
学
習
院
本
は
傍
線
部
以
下

を

「長
楽
ノ
鐘

ハ
ヤ
明
方

ヲ
告
折
節
、
主
上
誰
力
有
ト
」
と
す
る
。
い
よ
い
よ
告

文
作
成
を
主
上
に
進
言
す
る
場
面
、

多
ク
候

ヘ
ハ
御
油
断
有

マ
ジ
キ
ニ
テ
候
、
抑
我
朝
澆
季
ノ
風
、
聖
朝
已
二
武

臣
ノ
掌
握

二
帰
ス
ル
上
ハ
今
更
悔
御
ス
ニ
所
ナ
シ
、
正
応
祖
皇
ノ
近
キ
御
例

ヲ
尋
ラ
レ
、
先

一
紙
ノ
御
告
文
ヲ
、
(徴
古
館
本
二
〇
頁
相
当
)

傍
線
部
は
諸
本
に
欠
く
。
「正
応
祖

皇
ノ
近
キ
御
例
」
と
は
後
出
す
る
正
応
三

年

(
一
二
九
〇
)
三
月
の
浅
原
為
頼
宮

中
乱
入
事
件
の
折
の
措
置
を
指
し
、
島
津

家
本
が
巻

一
の
最
後

に
こ
の
事
件

の
経
緯
を
詳
述
し
て
い
る
の
と
対
応
し
て
い

る
。
米
沢
本

・
学
習
院
本
は
傍
線
部
を

「義
時

・
泰
時
等
力
承
久
ノ
悪
行
ヲ
ト
ツ

テ
、
家
ノ
軌
模
二
備
候
ナ
ル
、
誠

二
左
様

ニ
モ
若
シ
候

ハ
・
如
何
力
御
計
候

ヘ
キ
」

と
ま
た
別
の
本
文
を
持

つ
。
義
時
は
と
も
か
く
、
泰
時
は

『太
平
記
』
の
中
で
は

讃
美
さ
れ
て
お
り
、
異
質
な
増
補
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
て
下
さ
れ
た
告
文

を
、
二
階
堂
道
薙
の
諌
止
を
も
聞
か
ず
北
条
高
時
が
斉
藤
利
行
に
読
ま
せ
る
場
面
、

次
の
よ
う
に
あ
る
。

二
階
堂
出
羽
入
道
々
蔽
固
諌
メ
テ
申
ケ
ル
ハ
、
△
天
子
正
シ
ク
武
臣
二
対
テ

直

二
告
文

ヲ
下
サ
レ
タ
ル
事
、
異
朝
ノ
事

ハ
例

ス
ル
ニ
逞
ア
ラ
ズ
、
吾
朝

ハ

神
武
ノ
聖
跡

ヨ
リ
其
例
頗
無
シ
ト
覚
候

*
、
然
ヲ
等
閑

二
披
見
シ
奉
ン
事
、

冥
見
神
慮

二
就
テ
其
恐
有
ル
ニ
似
タ
リ
、
只
此
御
函
ヲ
開
カ
レ
ズ
シ
テ
勅
使

二
返
進
セ
ラ
ル
ベ
キ
カ
ト
再
往
申
ケ
レ
ハ
、
相
州
禅
門
諌
言
ヲ
黙
シ
奉
ル
ニ

似
リ
、
何
様
天
書
ヲ
拝
見
シ
テ
是
非
有
ベ
シ
ト
テ
、
斉
藤
太
郎
左
衛
門
尉
利

幸
力
下
向
シ
タ
リ
ケ
ル
ニ
読
申
サ
セ
ラ
レ
ケ
ル
ニ
、
叡
心
、
(徴
古
館
本
二
〇

頁
相
当
)

三
箇
所
の
傍
線
部
が
島
津
家
本
に
特
徴
的
な
本
文
で
、
特
に
斉
藤
が
鎌
倉
に
下

向
し
て
い
た
の
に
と
あ
る
の
は
、
土
岐
頼
員
が
六
波
羅
奉
行
斉
藤
利
行
の
女
を
妻

に
し
て
お
り
、
そ
の
妻
に
倒
幕
計
画
を
漏
ら
し
た
と
す
る
記
述

(徴
古
館
本
一
三
頁
)

と
の
照
応
を
計
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
米
沢
本

・
学
習
院
本
は
△
か
ら
*
ま
で
の
二

階
堂

の
諌
言
が
、
「世
下
澆
滴
途
堕
塗
灰
申
セ
ト
モ
、
天
子
万
乗
ノ
主
ト
シ
テ
忽

二
武
臣
二
属
シ
テ
告
文
ヲ
下
サ
ル
・
事
、
異
国
ニ
モ
其
例
ヲ
聞
ス
、
吾
朝

ハ
神
武

天
皇
ヨ
リ
当
御
代

二
至
マ
テ
九
十
余
代
正
シ
ク
天
照
大
神
ノ
直
胤
ヲ
継
テ
、
天
下

御
宇
日
久
ク
年
来

ル
、
其
間
二
下
ト
シ
テ
上
ヲ
犯
シ
、
賊
国
ヲ
乱
ル
事
多
シ
ト
云

ヘ
ト
モ
、
未
タ
是
程
ノ
御
事

ヲ
ハ
奉
バ
リ
及
ハ
ス
」
と
か
な
り
増
補
さ
れ
て
お
り
、

斉
藤
利
行
に
つ
い
て
も

「六
波
羅
奉
行
斉
藤
太
郎
左
衛
門
尉
利
幸
力
下
向
シ
テ
候

ケ
ル
ヲ
呼
寄
テ
」
と
あ
り
、
六
波
羅
奉
行
の
斉
藤
と
同

一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
明

記
す
る
形
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
、
島
津
家
本
は
米
沢
本

・
学
習
院
本
と

何
ら
か
の
関
わ
り
の
あ
る
本
文
を
持

つ
。
「資
朝
俊
基
生
捕
事
」

の
末
尾
に
、
関

東

へ
の
弁
明
の
功
に
よ
り
万
里
小
路
宣
房
の
大
納
言
昇
進
の
こ
と
が
あ
る
が
、
注

3
の
翻
刻
に
引
文

(五
八
頁
〉
が
あ
る
の
で
略
す
る
。

島
津
家
本
巻

一
の
最
も
大
き
な
特
徴
は
、
諸
本
が
日
野
資
朝

の
佐
渡
配
流
で
終

る
の
に
対
し
、
そ
の
後

「御
告
文
事
井
疵
腹
等
事
」
が
十

一
丁
ほ
ど
あ
る
点
で
あ
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こる

。
主
な
内
容
は
、
①
朝
廷
が
武
家
に
対
し
て
告
文
を
提
出
し
た
先
例
と
し
て
の
、

正
応
三
年
の
浅
原
為
頼
宮
中
乱
入
事
件
、
②
嘉
暦
二
年
の
中
宮
懐
妊
の
祈
祷
、
③

元
徳
二
年
の
後
醍
醐
天
皇
近
臣
の
中
原
章
房
暗
殺
事
件

の
三
つ
で
あ
る
。
諸
本
に

お
け
る
こ
れ
ら
記
事
の
有
無

(△
は
簡
略
な
記
事
)
に
つ
い
て
は
、
矢
代
和
夫
氏
の

(
6
H

論
考
に

一
覧
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に

一
本
を
加
え
て
再
掲
す
る
。
本
文
の
引
用
は

『参
考
本
』
、
注
3
の
翻
刻
、
矢
代
論
文
な
ど
に
あ
る
の
で
略
す
。

中
原
章
房
暗殺

中宮

御産

祈祷

御告

文先

例

0 0 0

島津

家本

O 0 O

吉川

家本

0 0 0

今
川
家
本

0 X X
豪精

本

D X X
米
沢
本

△ X x

学
習
院本

0 ? O

金
勝院

本

 

巻

二
。
「南
都
北
嶺
行
幸
事
付
講
堂
供
養
事
」
は
、

元
徳
二
年
二
月
四
日
、
別
当
万
里
小
路
中
納
言
藤
房
卿
ヲ
メ
シ
テ
、
来
月
八

日
東
大
興
福
両
寺
ノ
行
幸
ア
ル

ヘ
シ
ト
仰
出
サ
レ
ケ
レ
ハ
、
即
古
ヲ
タ
ツ
ネ

例
ヲ
カ
ン
カ

ヘ
テ
、
供
奉
ノ
行
粧
路
次
ノ
行
列
ヲ
定
ラ
ル
ム
三
公
九
卿
相
随

ヒ
、

で
始
ま
り
、
西
源
院
本

(二
三
頁
)

・
徴
古
館
本

(二
三
頁
)
に
同
じ
。
南
都
本
系

の
内
閣
文
庫
本

・
簗
田
本
は
△
に

「佐

々
木
備
中
守
廷
尉

二
成
テ
橋

ヲ
渡
シ
、
四

十
八
箇
所
ノ
篶
甲
冑
ヲ
帯
シ
辻
々
ヲ
堅
ム
」
が
入
り
、
梵
舜
本
の
異
文

・
流
布
本

に
う
け
つ
が
れ
る
。
「三
人
僧
徒
関
東

下
向
事
付
円
観
上
人
事
」
に
は
天
竺
波
羅
奈

国
の
沙
門
処
刑
の
こ
と
あ
り
、
徴
古
館
本

(二
九
頁
)
に
同
じ
、
西
源
院
本

(二
八

頁
)
は
欠
く
。
阿
新
の
佐
渡
下
向
課
は
、
冒
頭
で
佐
渡
に
行
こ
う
と

い
う
阿
新
を

諌
め
る
母
の
説
得
が
、
西
源
院
本

(三
三
頁
)
は
詳
し

い
が
、
島
津
家
本
は
、
「佐

渡
ト
ヤ
ラ
ン
ハ
人
モ
通
ハ
ヌ
怖
シ
キ
嶋
ト

コ
ソ
聞
レ
、
日
数
ヲ
フ
ル
道
ナ
レ
ハ
如

何
ト
シ
テ
カ
下

ヘ
キ
、
其
上
汝

ニ
サ

へ
離
テ
ハ
一
日
片
時
モ
命
存

ヘ
ン
」
と
簡
略

で
徴
古
館
本
に
同
じ

(三
六
頁
)。
以
下
、
資
朝
処
刑
、
阿
新
本
間
三
郎
を
討
つ
、

阿
新
山
伏
の
助
力
で
逃
走
、
の
各
場
面
も
西
源
院
本
と
は
異
な
り
、
徴
古
館
本
に

同
じ
。

巻
三
。
「主
上
御
夢
事
付
楠
事
」
の
正
成
の
出
自

の
部
分
、
「是

ハ
敏
達
天
皇
四

代
ノ
孫
井
手
ノ
左
大
臣
橘
ノ
諸
兄
公
ノ
后
胤
タ
リ
ト
イ

ヘ
ト
モ
民
間

ニ
ク
タ
ツ
テ

年
久
」
と
あ
り
徴
古
館
本

(五
八
頁
)
に
同
じ
、
西
源
院
本

(五
六
頁
)
は
こ
の
記

述
を
欠
く
。
「
桜
山
自
害
事
」
の
末
尾
は

「
今
生
ノ
逆
罪
ヲ
ヒ
ル
カ
ヘ
シ
テ
、
当

来
ノ
値
遇
ト
ヤ
ナ
ラ
ン
ト
、
是
モ
頼

ハ
浅
カ
ラ
ス
、
太
平
記
巻
第
三
」
と
尾
題
を

記
し
た
後

で
、
改
丁
し
て
徴
古
館
本
に
あ
る
よ
う
な
金
剛
山
の
由
来
課
を
載
せ
る
。

あ
る
い
は
こ
れ
は
島
津
家
本
本
来
の
記
事
で
は
な
く
、
異
本
の
記
事
を
書
き
抜

い

た
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。

巻
四
。
巻
頭
か
ら
後
醍
醐
天
皇
隠
岐
配
流
の
直
前
ま
で
の
公
卿
の
処
分

・
親
王

ら
の
流
罪
を
描

い
た
部
分
、
西
源
院
本
は
他
本
と
は
異
な
る
記
事
配
列
で
あ
る
。

島
津
家
本
は
以
下
の
順
序
で
あ
る
。

東
使
上
洛
、
処
分
決
定
-
足
助
重
範
処
刑
-
万
里
小
路
宣
房
悲
嘆
-

[囮

倒

圓
園

…]
(頒
あ
り
、
「消
力

・
ル
」

の
和
歌

(西
源
院
本
八
二
頁
)
な
し
)
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團
閥
馴

團

困
-
平
宰
相
成
輔
処
刑
イ
公
明

・
実
世
卿
拘
束
卜
花
山

院
師
賢
配
流
-
万
里
小
路
季
房

・
藤
房
配
流
、
哀
話
-
公
敏

・
聖
尋
流
罪
-

峯
僧
正
春
雅
配
流
-
四
宮
但
馬
配
流
-
九
宮
詠
歌
-
尊
良

・
尊
澄
贈
答
ー
両

宮
別
々
に
配
流
。

こ
れ
は
徴
古
館
本

(八
二
～
九
〇
頁
)

・
内
閣
文
庫
本

・
流
布
本
な
ど
に
同
じ
順

序
で
あ
る
。
梵
舜
本
は
[
]
内
の
二
つ
の
記
事
を
欠
く
。
詞
章
面
で
も
、
花
山
院

師
賢
配
流
の

一
節
に

「杜
少
陵
力
天
宝
ノ
末
ノ
乱
ニ
ア
フ
テ
路
経
漉
傾
隻
蓬
髪
天

入
愴
浪

一
釣
船
ト
天
涯
ノ
恨

ヲ
吟
ン
」

と
あ
る
の
は
徴
古
館
本

(八
六
頁
)
に

一

致
し
、
西
源
院
本
は
傍
線
部
を

「
三

年
笛
裏
関
山
ノ
月
万
国
兵
前
草
木
ノ
風
」

(七
九
頁
)
と
す
る
。
同
じ
く
師
賢
病
死
の
条
、
「幾
程
ナ
ク
シ
テ
元
弘
ノ
乱
出
来

セ
シ
初
病

二
被
侵
テ
円
寂
シ
玉
ヒ
」
と

あ
り
、
こ
こ
も
徴
古
館
本

(八
六
頁
)
に

同
じ
で
あ
る
。
西
源
院
本

・
日
置
本

(
一
・
二
四
九
頁
)
は
傍
線
部
を
欠
く
。
讃
岐

へ
配
流
の
二
宮
妙
法
院
が
千
日
の
護
摩
を
た
く
記
事

(西
源
院
本
七
入
頁
)
は
な
く
、

徴
古
館
本

(九
〇
頁
)
に

一
致
す
る
。
後
醍
醐
天
皇
隠
岐
配
流
の
道
行
の
う
ち
、

須
磨
浦

ヲ
令
過
玉
ヘ
ハ
、
昔
源
氏
大
将
ノ
朧
月
夜

二
名
ヲ
タ
テ

・
今
此
浦

二

被
流
テ
、
三
年
ノ
秋
ヲ
オ
ク
リ
シ
ニ
、
浪
只
袋
許

二
立
来
ル
心
地
シ
テ
涙
落

ト
ハ
覚
ネ
ト
枕

ハ
浮
計
二
成
ニ
ケ
リ
ト
、
旅
寝
ノ
秋

ヲ
悲
シ
ム
モ
理
ナ
リ
ト

思
食
テ
ム
明
石
浦
ノ
朝
霧

二
、

と
あ
り
徴
古
館
本

(九
三
頁
)

・
西
源
院

本

(八
六
頁
)
に
同
じ
。
南
都
本

・
筑
波

大
本

・
三
春
本
な
ど
は
△
に

「憂
カ
リ
ケ
ル
身
ヲ
秋
風

ニ
サ
ソ
ワ
レ
テ
思
ハ
ヌ
山

ノ
紅
葉
ヲ
ソ
見
ル
」
が
入
る
。
『増
鏡
』

「む
ら
時
雨
」
か
ら
の
増
補
か
と
思
わ
れ

る
こ
の
歌
、
南
都
本
系
の
中
で
も
内
閣
文
庫
本

・
簗
田
本
に
は
な
く
、
同
系
統
の

伝
本
を
分
類
す
る

一
つ
の
指
標
に
な
る
。
「呉
越
事
」

の
中
で
、
西
施
に
溺
れ
る

呉
王
を
伍
子
惰
が
諌
言
す
る
あ
た
り
、
例
え
ば

「玉
ヲ
シ
キ
金
ヲ
チ
リ

ハ
メ
タ
ル

カ
カ
ゲ

瑠
階
ヲ
登
ト
テ
其
裳
ヲ
高
ク
審
タ
ル
事
宛

モ
水
ヲ
ワ
タ
ル
時
ノ
如
シ
」
な
ど
の
表

現
あ
り
徴
古
館
本

(
一
〇
七
頁
)
に
同
様
、
西
源
院
本

(九
七
頁
)
は
か
な
り
簡
略

で
あ
る
。

巻
五
。
天
正
本
系
を
除
い
て
は
異
同
の
少
な
い
巻
で
あ
る
。
些
細
な
事
象
だ
が
、

「大
塔
宮
熊
野
落
事
付
熊
野
別
当
挙
動
事
」
熊
野
別
当
定
遍
が
大
塔
宮
捕
縛

の
た
め

に
十
津
川
の
郷
民
の
欲
心
を
誘
う
場
面
、
恩
賞
に

「伊
勢
栗
真
庄
」
を
与
え
る
と

高
札
に
書
く
。
こ
の
表
記
は
徴
古
館
本

(
一
二
六
頁
)

・
西
源
院
本

(
一
一
四
頁
)

(こ

に

一
致
し
、
内
閣
文
庫
本
な
ど
は

「車
間
庄
」
と
す
る
。

巻
六
。
冒
頭

「
三
位
殿
御
夢
想
事
」
は
、

夫
年
光
不
停

コ
ト
奔
箭
下
流
ノ
水
ノ
コ
ト
ク
哀
楽
互
易

コ
ト
紅
栄
黄
落
ノ
樹

二
似
タ
リ

(中
略
)
憂

ハ
喜
ヒ
相
共

二
感
ス
レ
ハ
訣
ノ
露
ヲ
モ
ヨ
ホ
ス
事
、

今

二
不
始
ト
イ

ヘ
ト
モ
去
年
九
月

二
笠
置

で
始
ま
り
、
徴
古
館
本

(
一
一一西
頁
)

・
内
閣
文
庫
本
に
同
じ
。
西
源
院
本

(
一
二

三
頁
)
は
傍
線
部
か
ら
始
ま
る
。
「楠
出
張
天
王
寺
事
」
に
常
葉
駿
河
守
範
貞
の
六

波
羅
探
題
辞
任
の
記
事
あ
り
、
徴
古
館
本

(
一
三
六
頁
)
に

一
致
、
西
源
院
本

(
一

二
五
頁
)
に
は
な

い
。
楠
正
成
天
王
寺
に
て
挙
兵
の
報
に
驚
く
京
都
の
さ
ま
、

依
之
和
泉
河
内
ノ
早
馬
頻
浪
ヲ
ウ
チ
テ
、
楠
巳
二
京
都

へ
責
上
ル
由
ヲ
告
申

ケ
レ
ハ
、
京
中
ノ
騒
動
斜
ナ
ラ
ス
、
武
士
東
西

二
馳
散
テ
貴
賎
上
下
稠
騒
ク
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コ
ト
極
ナ
シ

と
あ
り
徴
古
館
本

(
一
三
七
頁
)

・
西
源
院
本

(
一
二
六
頁
)
に
同
じ
で
あ
る
。
梵

舜
本

(
二

・
四
九
頁
)

・
慶
長
八
年

古
活
字
本
な
ど
は
傍
線
部
に
異
文
が
あ
る
。

「
関
東
勢
上
洛
事
付
三
城
手
配
事
」

の
は
じ
め
、
赤
松
円
心
紹
介

の
部
分
は
、
「播

摩
国

二
具
平
親
王
六
代
ノ
苗
商
従
三
位

季
房
力
末
孫

二
赤
松
次
郎
入
道
円
心
ト
云

武
者
ア
リ
、
元
来
其
心
闊
如
ト
シ
テ
人
ノ
下
風

ニ
タ

・
ン
事
ヲ
不
思
シ
カ

バ
」
と

あ
り
、
徴
古
館
本

(
一
四
五
頁
)

・
西
源
院
本

(
一
三
三
頁
)

・
内
閣
文
庫
本
に
同

じ
で
あ
る
。
梵
舜
本

(二

・
六
一二
頁
)
は

二
重
傍
線
部
が

「
ノ
住
人
村
上
天
皇
第

七
御
子
」
、
傍
線
部
が

「
ト
テ
弓
矢
取

テ
先
双
ノ
勇
士
有
」
に
な
る
。
こ
の
形
は

天
正
本

・
慶
長
八
年
古
活
字
本
な
ど

に
同
じ
で
あ
る
。
「赤
坂
城
合
戦
事
付
人
見
本

間
抜
駆
事
」
の
末
尾
は
、
「是
ヲ
聞
テ
コ
ソ
吉
野
金
剛
山
二
篭
ケ
ル
敵
共
弥
獅
子
ノ

歯
噛

ヲ
シ
テ
降
人

二
出
ン
ト
ス
ル
者

ハ
無
カ
リ
ケ
ル
」

で
終
わ
り
、
徴
古
館
本

(
一
五
六
頁
)

・
西
源
院
本

(
一
四
三
頁
)
に
同
じ
で
あ
る
。
梵
舜
本

(二

・
八

一

頁
)

・
慶
長
八
年
古
活
字
本
に
は
、
こ

の
あ
と
数
行
ほ
ど
の
評
言
が
あ
る
。
な
お

玄
玖
本
は
梵
舜
本
と
は
異
な
る
や
や
短

い
評
言
を
載
せ
る
。

巻
七
。
「吉
野
城
軍
事
」
で
自
害
を

は
や
る
村
上
義
隆
を
、
父
義
光
が
諌
め
る

場
面
、義

隆

ハ
父
力
自
害
シ
ツ
ル
時
共

二
腹
ヲ
キ
ラ
ン
ト
ニ
ノ
木
戸
ノ
櫓
ノ
下
マ
テ

馳
来
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
父
大

二
諌

テ
宮
ノ
御
前
途

ヲ
見
終

マ
イ
ラ
セ
ヨ
ト
庭
訓

ヲ
残
ケ
レ
ハ
、

と
あ
り
徴
古
館
本

(
一
六
二
頁
)

・
内

閣
文
庫
本
に
同
じ
で
あ
る
。
西
源
院
本

(
一

五
一
頁
)
は
父
が
防
戦
の
方
法
を
教
え
る
な
ど
詳
細
で
、
君
臣
の
関
係
を
強
調
す

(
8
〕

る
叙
述
を
す
る
。
佐

々
木
富
士
名
判
官
が
出
雲
に
赴
き
塩
冶
判
官
に
拘
禁
さ
れ
る

話
は
な
く
甲
類
諸
本
と
共
通
す
る

(西
源
院
本

工
ハ
三
頁

・
徴
古
館
本

一
七
五
頁
)。

「船
上
合
戦
事
」

の
船
上
山
の
御
所

へ
参
集
す
る
武
士
の
列
挙
は
、

一
番

二
出
雲
守
塩
冶
判
官
高
貞
千
余
騎

一一
テ
馳
参
ル
、
二
番
二
富
士
名
判
官

五
百
余
騎

一一
テ
隠
岐
国
ヨ
リ
参
着
ス
、
其
後
浅
山
二
郎
八
百
余
騎
金
持

一
党

三
百
余
騎
大
山
ノ
衆
徒
七
百
余
騎
、

と
あ
り
、
徴
古
館
本

(
一
八
一
頁
)

・
西
源
院
本

(
エ
ハ九
頁
)

・
内
閣
文
庫
本
に

同
じ
で
あ
る
。

巻
八
。
「
摩
耶
城
合
戦
事
付
酒
辺
瀬
川
合
戦
事
」

の
は
じ
め
、
佐
々
木
時
信
や
園

城
寺

の
衆
徒

の
摩
耶
山
攻
め
を
不
用
意
と
批
判
し
、
守
る
赤
松
側
の
姿
勢
を
よ
し

と
す
る
異
文

(参
考
本
二
一
五
頁
下
)
が
あ
り
、
徴
古
館
本

(
一
八
四
頁
)

・
内
閣

文
庫
本
に
同
じ
。
西
源
院
本

(
一
七
三
頁
)
は
流
布
本
に
同
じ
。
ま
た
機
転
で
危

地
を
脱
す
る
赤
松
円
心
を
描

い
た
詞
章

(参
考
本
二
一
六
頁
下
)
も
徴
古
館
本
に
同

じ
。
「千
種
殿
京
責
事
付
西
山
炎
上
事
」

の
末
尾
は

「果
テ
幾
程
モ
不
在

二
△
六
波

羅
番
場

ニ
テ
亡

ニ
ケ
リ
」
で
終
わ
り
、
徴
古
館
本

(二

一
三
頁
)
に
同
じ
。
西
源

院
本
は
△
以
下
が

「両
六
波
羅
都
ヲ
責
落
サ
レ
テ
、
近
江
国
番
馬

ニ
テ
亡

ニ
ケ
リ
」

(二
〇

一
頁
)
と
や
や
異
な
る
。
内
閣
文
庫
本
等
は
傍
線
部
か
ら
後
、
「亡
ヒ

一
類

悉
ク
鎌
倉

ニ
テ
失
ケ
ル
コ
ソ
不
思
議
ナ
レ
、
積
悪
ノ
家

ニ
ハ
必
余
殊
有
ト
ハ
加
様

ノ
事

ヲ
コ
ソ
申
ヘ
キ
ト
思
ハ
ヌ
人
モ
ナ
カ
リ
ケ
リ
」
と
い
う
評
文
が
つ
く
。
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巻
九
。
「
足
利
殿
上
洛
事
」

の
高
氏

へ
の
上
洛
督
促

の
箇
所
、

高
氏

ハ
所
労
ノ
事

ア
リ
テ
起
居
モ
未
快
ケ
ル
ヲ
、
又
上
洛
ノ
其
数
ニ
ノ
セ
テ

催
促
度

々
二
及
ヘ
リ
、
足
利
殿
此
事

ニ
ヨ
リ
テ
心
中

二
憤
思

ハ
レ
ケ
ル
ハ
、

我
去
年

ハ
父
讃
岐
守
貞
氏
頓
滅
ノ
事

ア
リ
テ
イ

マ
タ
三
月
ヲ
過
サ
レ
ハ
悲
歎

ノ
涙
乾
サ
ル
ニ
忽

二
責
上
ラ
レ
、
又
今
年

ハ
病
霧
ノ
気
身
ヲ
オ
カ
シ
テ

と
あ
り
、
徴
古
館
本

(二
一
五
頁
)

・
内
閣
文
庫
本
に
同
じ
で
あ
る
。
西
源
院
本

(二
〇
五
頁
)
は
傍
線
部
を

「父
ノ
喪

二
居
テ
」
と
す
る
。
「尊
氏
御
立
篠
村
事
附
内

野
合
戦
事
」
の
高
氏
願
文
の
後
、

聞
人
信
ヲ
コ
ラ
セ
リ
、
高
氏
朝
臣
ミ
ツ
カ
ラ
筆
ヲ
ト
リ
判
ヲ
シ
テ
上
刺
流
鏑

一
筋
副
テ
宝
殿

二
納
ラ
ル
、
相
従

フ
軍
勢
モ
各
上
矢

一
ツ

・
奉
ケ
ル
間
、
其

矢
社
壇

ニ
ツ
モ
リ
テ
塚
ノ
コ
ト
シ

と
あ
り
、
徴
古
館
本

(二
二
七
頁
)

・
内
閣
文
庫
本
に
同
じ
。
西
源
院
本
ほ
ぼ
同

じ
だ
が
傍
線
部
を
欠
く

(二

一
六
頁
)。
梵
舜
本
は
傍
線
部
に
直
義
以
下
、
足
利

の

諸
将
の
名
を
載
せ
る

(二

・
二
二
七
頁
)
。

巻
十
。
「小
手
刺
原
井
久
米
川
合
戦
事
付
分
倍
河
原
合
戦
事
」

の
小
手
刺
原
合
戦

の
場
面
、

同
十

一
日
辰
刻

二
武
蔵
国
小
手
指
原

二
打
萢
テ
源
氏
陣

ヲ
見
亘
ハ
、
其
勢
雲

霞
ノ
如
ク

ニ
テ
何
十
万
騎
ト
モ
云

ヘ
キ
程
ヲ
シ
ラ
ス
、
平
家
兵
見
之
案

二
相

違
ヤ
シ
タ
リ
ケ
ン
、
馬

ヲ
ヒ
カ
ヘ
テ
進
得
ス
、
源
氏
忽

二
入
間
河
ヲ
打
渡
テ

関
ヲ
ア
ケ
兵
ヲ
ス
ス
メ
テ
先
矢
流
鏑

ヲ
射
サ
ス
レ
ハ
、
平
家
モ
関
ヲ
ア
ハ
セ

旗
ヲ
ス
・
メ
テ
流
鏑
音
中
二
左
右
長
運
ヲ
ソ
調
ヶ
ル
、
初
程

ハ
源
氏
百
騎
出

テ
懸
サ
ス
レ
ハ
平
家
二
百
騎
ニ
テ
射
サ
ス
、
又
平
家
千
騎
出
テ
懸
サ
ス
レ
ハ

源
氏
二
千
騎

ニ
テ
闘
シ
ム
、
源
平
互
二
兵
ヲ
マ
シ
テ
相
闘

コ
ト

一
日
ノ
ウ
チ

ニ
計
箇
度
也
、

と
あ

っ
て
西
源
院
本

(二
四
一
頁
)

・
松
井
本

(二
五
三
頁
)
に

一
致
す
る
。
神
田

本

(
二

五
頁
)

・
内
閣
文
庫
本
は
傍
線
部
を
そ
れ
ぞ
れ

「給
フ
こ

・
に
て
は
る

か

一こ

「よ
り
射
手
ヲ
百
キ
」
「射
」
「も
射
手
ヲ
ニ
百
キ
」
と
す
る
小
異
が
あ
る
。

「三
浦
大
多
和
源
氏
合
体
事
」
の
末
尾
に
、
六
波
羅
滅
亡
を
伝
え
る
早
馬
到
来
の

記
事
が
あ
り
、
松
井
本

(二
五
七
頁
)

・
内
閣
文
庫
本
に
同
じ
。
西
源
院
本

(二
四

五
頁
)

・
神
田
本

(
=

九
頁
)
は
早
馬
の
記
事
を
欠
く
。
「大
仏
貞
直
討
死
事
」

で
貞
直
が
新
田
方
に
攻
撃
を
か
け
る
条
、
「
一
番
二
山
名
里
見
三
千
余
騎

ニ
テ
如

タ
ル
中
へ
」
「
二
番

二
額
田
桃
井
」
「
三
番

二
大
江
田
」
「
四
番

二
搦
手
大
将
脇
屋

二
郎
義
助
」
と
相
手
を
分
け

て
記
述
し
て
お
り
、
神
田
本

(
一
二
六
頁
)

・
西
源

院
本

(二
五
三
頁
)

・
松
井
本

(二
六
七
頁
)

・
内
閣
文
庫
本
に
同
じ
。
流
布
本
は

相
手
を
分
け
ず
に
や
や
簡
略
で
あ
る
。
「相
模
入
道

一
族
自
害
事
」
の
長
崎
次
郎

奮
戦
の
場
面
、

長
崎
次
郎
支
度
相
違
シ
ヌ
ト
思
ハ
レ
ケ
レ
ハ
、
百
五
十
騎
ノ
兵

一
所
ヘ
ヒ
シ

ヒ
シ
ト
打
寄
テ
同
音

二
岡
ヲ
ト

・
作
リ
、
三
千
余
騎
力
真
中

へ
懸
入
テ
、
此

ニ
マ
キ
レ
彼

ニ
ア
ラ
バ
レ
火
ヲ
散
テ
ソ
闘
ケ
ル
、
聚
散
離
合
須
輿
二
変
化
シ

テ
、
前

二
有

カ

ト

ス

レ

ハ
忽

二
後

ニ

ア
リ

、
寄

カ

ト

ス

レ

ハ
屹

ト

シ

テ
敵

也

、

十
方

二
分
身
シ
テ
万
卒

二
相
当
レ
ハ
、
源
平
兵
イ

マ
タ
基
資
力
在
所
ヲ
見
定

ス
、
只
同
士
討

ヲ
ス
ル
事
数
刻
也
、
長
浜
六
郎
左
衛
門
見
之
、

と
あ
り
、
神
田
本

(
;

西

頁
)

・
松
井
本

(二
七
八
頁
)

・
内
閣
文
庫
本
に
同
じ
。
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西
源
院
本

(二
六

一
頁
)
は
傍
線
部
を
欠
く
な
ど
簡
略
で
あ
る
。
こ
の
合
戦
の
場

面
、
他
に
も
同
類
の
傾
向
が
あ
り
西
源
院
本
は
簡
略
な
表
現
を
持
つ
。
長
崎
入
道

円
喜

の
自
害
の
場
面
、

是

マ
テ
モ
相
模
入
道
殿
御
事
如
何

ハ
セ
ン
ト
思
タ
ル
気
色

二
見

ヘ
ケ
ル
ヲ
、

長
崎
左
衛
門
力
次
男
今
年
十
五
歳

二
成
ケ
ル
小
冠
者
、
祖
父
円
喜
力
前

ニ
カ

シ
コ
マ
リ
、
父
祖
名
ヲ
顕
ヲ
モ
テ
子
孫
ノ
孝
行
ト
ス
ル
事

ニ
テ
候
ナ
レ

ハ
、

と
あ
り
、
西
源
院
本

(二
六
一二
頁
)
・
松
井
本

(二
八

一
頁
V

・
神
田
本

(
一
三
六
頁
)

に
同
じ
。
内
閣
文
庫
本
は
傍
線
部
を
、

鎌
倉
殿
ノ
御
供
申
ン
ト
暫
念
仏

シ
テ
居
タ
リ
ケ
ル
カ
、
老
年
也
ト
テ
モ
御
先

カ
ケ
ヲ
申
ン
ト
テ
腹
十
文
字

ニ
カ
キ
切
テ
、
腹
ワ
タ
ヲ
ク
リ
出
シ
テ
居
タ
リ

ケ
レ
ト
モ
、
心
少
シ
モ
タ
ユ
マ
ス
シ
テ
有
ケ
ル
ヲ
、

と

い
さ
さ
か
生
々
し
い
描
写
を
す
る

(参
考
本
三

一
六
頁
下
∀。
内
閣
文
庫
本
の
本

文
は
流
布
本
に
同
じ
で
あ
る
。

巻
十

一
。
「金
剛
山
寄
手
被
諌
事
付
佐
介
右
京
亮
事
」
を
巻
末
に
配
す
る
の
は
甲

類
諸
本
や
天
正
本

・
流
布
本
の
特
徴

に

一
致
す
る
。
巻
末

の

一
文

「此
裏
ム
カ
ツ

テ
首
ヲ
メ
ク
ラ
ス
人
、
天
道
盈
ル
ヲ
カ
ク
事
ヲ
不
知
シ
テ
、
皆
人
欲
ノ
厭
フ
事
ナ

キ

ニ
溺
、
量

二
迷
サ
ル
ニ
非
ヤ
」
で
結

び
、
徴
古
館
本

(三
〇
七
頁
)
に
合
致
す
る
。

西
源
院
本

(二
八
七
頁
)

・
玄
玖
本

・
内
閣
文
庫
本
と
は
微
細
な
異
同
が
あ
る
。

巻
十

二
。
「大
内
裏
造
営
事
付
北
野
天
神
事
」

の

一
節
、
「彼
大
大
裏
ト
申

ハ
秦

始
皇
帝
感
陽
宮

一
殿
ヲ
ウ
ツ
シ
テ
被
造
タ
レ

ハ
南
北
三
十
六
町
東
西
二
十
余
町
」

と
あ
る
部
分
、
徴
古
館
本

(=
二

五
頁
)

・
内
閣
文
庫
本
と
同
じ
だ
が
、
西
源
院

本

(二
九
六
頁
)
は
傍
線
部
に

「
桓
武
天
皇
ノ
御
代
延
暦
十
二
年
正
月
事
始
有

テ

嵯
峨
天
皇
之
御
代
大
同
四
年
十

一
月
遷
幸
ア
リ
シ
事
ナ
レ
ハ
」
と
、
注
記
が
本
文

化
し
た
ら
し
い
詞
章
が
入
る
。
「怪
鳥
夜
来
事
付
神
泉
園
事
」
で
広
有
が
怪
鳥
を
射

落
と
そ
う
と
す
る
の
を
見
守
る
場
面
、

ヲ
始
ト
シ
テ
堂
上
堂
下
二

(△
一
)
袖
ヲ
懸
タ
ル
文
武
百
司
官
見
之

(△
二
)、

如
何
有
ン
ス
ラ
ン
ト
堅
唾
ヲ
ノ
ン
テ
手
ヲ
ニ
キ
ル

(△
三
)
広
有
已

二
、

と
あ
り
、
徴
古
館
本

(三
三
四
頁
)
に
同
じ
、
神
田
本

・
西
源
院
本

含
二

三
頁
)

は
微
細
な
異
同
は
あ
る
も

の
の
ほ
ぼ
同
文
。
内
閣
文
庫
本
は

(△
一
)
に

「充
満

シ
テ
直
衣
束
帯
ノ
」
が
、
(△
二
V
に

「
左
右
ナ
ク
射
テ
落
ン
事
」
が
、
(
△
三
)

に

「誠

二
一
期
浮
沈
ノ
名
望
何
事
力
是
二
如
ン
ト
見
物
ノ
貴
賎
心
ヲ
動
サ
ス
ト
云

事
ナ
シ
」
が
入
る
。
神
泉
苑

の
記
事
に
北
条
泰
時
修
復
の
後
日
潭
は
な
く
、
甲
類

本
の
特
徴
に
同
じ
で
あ
る
。

巻
十
三
。
「龍
馬
進
奏
事
付
藤
房
卿
遁
世
事
」
の
藤
房
遁
世
に
は
天
正
本
に
大
き

な
異
同
が
あ
る
が
、
他
の
諸
本
の
異
同
は
さ
し
て
大
き
く
は
な
い
。
八
幡
行
幸
供

奉
の
場
面
、

三
月
十

一
日

ハ
八
幡
ノ
行
幸

ニ
テ
諸
卿
皆
路
次
ノ
行
装
ヲ
事
ト
シ
玉
フ
、
藤

房
卿
モ
時
ノ
大
理

ニ
テ
御
座
ス
ル
上
、
今

ハ
コ
レ
ヲ
限
ノ
供
奉
ト
被
思
ケ
レ

ハ
、
是
ヨ
リ
付
鈴
大
童
子
四
人
雑
色
下
部
廿
人
、
例
ヨ
リ
モ
爽

二
出
立
セ
テ
、

警
踵
ノ
声
高

二
当
ヲ
ハ
ラ
ツ
テ
供
奉
セ
ラ
レ
タ
リ
、
伏
拝
ミ
ニ
馬
ヲ
ト

・
メ

テ
男
山
ヲ
ノ
ホ
リ
玉
フ
ニ
モ
、
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と
あ
り
、
徴
古
館
本

(三
五
三
頁
)

・
内
閣
文
庫
本
に
同
じ
、
神
田
本

(
一
四
二
頁
)

も
ほ
ぼ
同
じ
。
西
源
院
本

(三
三
〇
頁
)
は
傍
線
部

の
行
列
の
衣
装

の
叙
述
が
、

活
字
本
で
九
行
ほ
ど
あ
り
詳
細
で
あ
る
。
「前
代
蜂
起
事
」
は
金
勝
院
本
を
主
に

毛
利
家
本

・
天
正
本
な
ど
に
、
東
国
の
合
戦
を
詳
細
に
叙
述
す
る
増
補
が
目
立
つ

が
、
島
津
家
本
は
古
態
本
と
同
じ
本
文
で
あ
る
。
「尊
氏
卿
関
東
下
向
事
付
時
行
滅

亡
事
」
の
中
、
東
下
す
る
尊
氏
に
今
度

の
勲
功
い
か
ん
に
よ
っ
て
征
夷
将
軍
の
称

号
を
与
え
る
と
の
勅
許
あ
り
、
と
の
記
事
、
西
源
院
本

(三
四
八
頁
)

・
徴
古
館

本

(三
七
一
頁
)

・
内
閣
文
庫
本
に
同
じ

で
あ
る
。

巻
十
四
。
諸
本
間
に
異
同
の
多

い
巻
で
あ
る
。
「
新
田
足
利
確
執
事
付
公
卿
簑
議

事
」
の
、
義
貞
の
怒
り
の
説
明
、

只
今

マ
テ
義
貞

二
属
シ
タ
リ
ケ
ル
東
八
箇
国
ノ
兵
共
、
次
第

二
心
易
シ
テ
大

半

ハ
義
詮
ノ
手
ニ
ソ
属
シ
ケ
ル
、
義
貞

コ
レ
ヲ
憤

テ
已
二
鎌
倉

ニ
テ
合
戦
ヲ

致

ン
ト
セ
ラ
レ
ケ
ル
カ
、
上
聞
ヲ

ハ
・
カ
リ
テ
黙
止
セ
ラ
レ
ケ
リ
、
是
ヨ
リ

新
田
足
利

一
家
ノ
好

ヲ
ワ
ス
レ
、

と
あ
り
、
徴
古
館
本

(三
七
八
頁
)

・
神
田
本

(
一
五
九
頁
)

・
西
源
院
本

(三
五

三
頁
)

・
内
閣
文
庫
本

に
同
じ
、
流
布
本
は
傍
線
部
に
、
若
宮
社
殿
で
の
源
氏
の

旗
を
め
ぐ
る
新
田

・
足
利
の
確
執
の
記
事
が
入
る
。
公
卿
策
議
の
後
に
大
塔
宮
殺

害

の
報
が
届
く
場
面
、
「南
御
方
鎌
倉

ヨ
リ
帰
上
テ
事
ノ
様
有

マ

・
二
奏
申
玉
ケ

レ
ハ
ム
叡
慮
更

二
穏
ナ
ラ
ス
」
と
あ
り
、
神
田
本

(
一
六
二
頁
)

・
西
源
院
本

(三

五
七
頁
)

・
徴
古
館
本

(三
八
二
頁
)
に
同
じ
、
内
閣
文
庫
本
は
△
に

「サ
テ
ハ
尊

氏
直
義
力
返
逆
類
ナ
カ
リ
ケ
リ
ト
テ
」

が
入
る
。
「手
越
合
戦
事
」
の
終
わ
り
の

あ
た
り
で
は
、

佐
々
木
佐
渡
判
官
入
道

ハ
舎
弟
五
郎
左
衛
門
尉
力
手
越

ニ
テ
被
討
ツ
ル
時
、

手
者
共
皆
討
死
シ
テ
僅
ノ
勢
二
成
ケ
レ
ハ
、
世
間
今
ハ
左
手
ト
ヤ
思
ケ
ン
、

降
参
シ
テ
義
貞
ノ
先
陣

ヲ
打
ケ
ル
カ
、
後
ノ
箱
根
合
戦
ノ
時
、
又
将
軍
ヘ
ソ

参
ケ
ル
、

と
佐
々
木
道
誉
の
寝
返
り
の
こ
と
を
記
し
、
神
田
本

(
「
六
九
頁
)

・
徴
古
館
本

(三
九
〇
頁
)

・
内
閣
文
庫
本
に
同
じ
。
西
源
院
本
は
ほ
ぼ
同
じ
主
旨
だ
が
ヤ
傍
線

部
を

「暫
時
間
、
事

ヲ
謀
テ
義
貞
ノ
先
陣
ヲ
打
ケ
ル
カ
、
敗
軍
ノ
士
卒
馳
集
テ
、

亦
五
百
余
騎

二
成
ケ
レ
ハ
」
(三
六
五
頁
)
と
、
少
し
く
道
誉

の
立
場
を
顧
慮
し
た

表
現
を
す
る
。
「箱
根
合
戦
事
付
竹
下
合
戦
事
」
に
、
義
貞
軍
を
追
落
と
し
た
村
上

信
濃
守
信
貞
に
、
足
利
直
義
が
そ
の
場
で
恩
賞
と
し
て
信
濃
国
塩
田
庄
を
与
え
る

記
事
が
あ
り
、
徴
古
館
本

(三
九
五
頁
)

・
内
閣
文
庫
本
に
同
じ
。
神
田
本

(
一
七

三
頁
)
に
は
こ
の
記
事
は
な

い
。
西
源
院
本
は
島
津
家
本
と
同
じ
く
こ
の
記
事
を

持

つ
が
、
島
津
家
本
に

「義
貞
乗
勝

ニ
テ
鎌
倉
勢

二
向
ケ
ル
時
」
と
あ
る
箇
所
の

傍
線
部
を

「責
上
ル
、
鎌
倉
勢

ノ
シ
ト
ロ
ニ
成
ケ
ル
時
」
(三
六
九
頁
)
と
す
る
小

異
が
あ
る
。
「諸
国
朝
敵
蜂
起
事
」
の
末
尾
、
義
貞
を
京
都

へ
召
し
か
え
す
べ
く

派
遣
さ
れ
た
引
地
九
郎
が
乗
る
龍
馬
が
急
死
し
た
後
に
、
西
源
院
本

(=
毛

九
頁
)

は
、
龍
馬
は
大
乱
を
急
報
す
る
た
め
の
も
の
と
い
う
藤
房
諌
言

(巻
十
三

「龍
馬

進
奏
事
」
)

の
話
を
引
く
が
、
島
津
家
本
は
こ
れ
を
欠
く
。
徴
古
館
本

(四
〇
五

頁
)

・
神
田
本

(
一
八
一
頁
)

・
内
閣
文
庫
本
に
も
な
い
。
「
将
軍
御
進
発
事
付
京

都
手
配
事
」
の

「
角
バ
カ
リ
タ
ラ
サ
セ
玉
フ
」
の
落
首

の
す
ぐ
後
の
京
都
防
御
の

こ
と

「
供
御
瀬
籠
瀬
二
箇
所
二
大
木
ヲ
数
千
本
流
懸

テ
大
綱
ヲ
ハ
リ
乱
材

ヲ
ウ
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チ
テ
引
懸
々
々
コ
レ
ヲ
繋
タ
レ
ハ
、
何
ナ
ル
河
伯
水
神
ナ
リ
ト
モ
」
と
あ
り
、
神

田
本

(
一
八
二
頁
)

・
西
源
院
本

(三
八
〇
頁
V

・
徴
古
館
本

(四
〇
六
頁
)

・
内
閣

文
庫
本
に
同
じ
。
南
都
本

・
筑
波
大
本
は
傍
線
部
を
欠
き
、
南
都
本
系
統
の
中
で

も

二
つ
に
分
か
れ
る
。
「
聖
主
都
落
事
付
勅
使
河
原
自
害
事
」
の
冒
頭
、

其
程

二
山
崎
大
渡
戦
破
ヌ
ト
聞

ヘ
ケ
レ
ハ
、
京
中
ノ
貴
賎
上
下
俄

二
出
来
タ

ル
事
ノ
様

二
桐
詔
倒
迷
テ
車
馬
東

西
二
馳
轟
財
宝
ヲ
上
下
へ
持
運
ヌ

と
あ
り
、
神
田
本

(
一
八
八
頁
)

・
西
源
院
本

(三
八
四
頁
)

・
徴
古
館
本

(四
一

四
頁
)
に
同
じ
。
内
閣
文
庫
本
は
傍
線
部
を
欠
く
。

巻
十
五
。
「
賀
茂
神
主
改
補
事
」
で
終
る
流
布
本
な
ど
の
形
と
は
異
な
り
、
古

態

の
諸
本
に
同
じ
く

「多
々
良
浜
合
戦
事
付
高
駿
河
守
異
見
事
」
ま
で
を
巻
十
五
と

す
る
。
「
三
井
寺
合
戦
事
付
当
寺
撞
鐘
事
」

の
末
尾
は
西
源
院
本

(四
〇
二
頁
)
の
よ

う
な
将
軍
復
活
に
絡
め
た
鐘
に
つ
い
て
の
後
日
潭
は
な
く
、
徴
古
館
本

(四
三
四

頁
)

・
神
田
本

(二
〇
三
頁
)

・
内
閤
文
庫
本
に
同
じ
。
流
布
本
な
ど
で
は
巻
十
六

の
巻
頭
に
な
る

「棟
堅
奉
入
将
軍
事
」

の
冒
頭
は
、

サ
テ
モ
将
軍

ハ
京
都
数
度
ノ
合
戦

二
打
マ
ケ
、
二
月
八
日
兵
庫

ヲ
ヲ
チ
玉
ヒ

シ
マ
テ
ハ
相
従
兵
ス
テ
ニ
七
千
余

人
有
シ
カ
ト
モ
、
佐
竹
刑
部
大
輔
義
教
ヲ

ハ
東
国
ノ
事
心
元
ナ
ク
覚
レ
ハ
、
念
キ
馳
下
テ
義
兵
ヲ
ア
ケ
テ
、

で
始
ま
り
、
松
井
本

(四
五
三
頁
)

・
玄
玖
本
に
同
じ
で
あ
る
。
南
都
本
は
傍
線

部
に

「
ヲ
兵
庫
ノ
奥
ノ
御
堂

ニ
テ
」
、
波
線
部
に

「召
レ
テ
」
が
入
り
、
内
閤
文

庫
本

・
相
承
院
本
に
同
じ
。
た
だ
し
簗
田
本
は
島
津
家
本
と
同
じ
本
文
を
持

つ
。

南
都
本
系
統
の
中
で
も
本
文
が
二
類
に
分
か
れ
る
こ
と
を
示
す
指
標
で
あ
る
。
神

田
本

(二
一
九
頁
)

・
西
源
院
本

(四
二
一
頁
)
は
傍
線
部
か
ら
後
、
「備
前
ノ
児
島

二
着
給
し
時
、
京
都
よ
り
打
手
下
ら
ハ
三
ツ
石
辺
こ
て
支

へ
よ
と
て
尾
張
左
衛
門

佐
」
と
あ
り
、
島
津
家
本
と
は
別
系
統
で
あ
る
。
「小
弐
菊
池
合
戦
ノ
事
付
宗
応
蔵

主
事
」
の
、
小
弐

一
門
自
害
の
条
、.

妙
恵
聞
之
、

一
言
ノ
返
事

ニ
モ
及

ハ
ス
、
生
テ
荷
ク
モ
義
タ
ラ
ン
ヨ
リ

ハ
、

死
テ
名
ヲ
ノ
コ
サ
ン
ニ
ハ
不
如
ト
イ
ヒ
テ
、
持
仏
堂

へ
走
入
、
腹
掻
キ
切
テ

伏

ニ
ケ
リ
、
コ
レ
ヲ
見
テ
郎
徒
百
六
十
三
人
堂
ノ
庭

二
並
居
テ
同
音
二
念
仏

申
シ
、
曳
声
ヲ
イ
タ
シ
テ
、

一
度

二
腹

ヲ
切
テ
ケ
リ
、
其
声
天
ニ
ヒ

・
キ
テ
、

非
想
非
々
想
天

マ
テ
モ
聞

ヘ
ヤ
ス
ラ
ン
ト
彩
シ
、

と
あ
り
、
松
井
本

(四
五
六
頁
)

・
神
田
本

(二
二
〇
頁
)

・
西
源
院
本

(四
二
一二
頁
)

(9
)

に
同
じ
。
内
閣
文
庫
本
は
傍
線
部
を
欠
き
、
文
意
が
不
明
瞭
に
な
る
。
「多

々
良

浜
合
戦
事
付
高
駿
河
守
異
見
事
」

の
う
ち
、
西
源
院
本

(四
二
四
頁
)
に
は
大
高
伊

予
守
が
敵
を
恐
れ
て
帰
参
し
た
の
を
足
利
直
義
が
皮
肉
る
場
面
が
あ
る
が
、
こ
れ

を
欠
く
。
神
田
本

(二
二
二
頁
)

・
徴
古
館
本

(四
五
八
頁
)

・
内
閤
文
庫
本
に
同

じ
。
馬

・
物
具
な
し
で
出
陣
し
た
白
岩

・
八
木
岡
ら
の
活
躍
の
場
面
、

是
コ
ソ
我
物
ヨ
ト
思
ケ
レ
ハ
、
白
岩
此
敵

二
走
向
テ
飛
懸
ル
、
白
岩
力
太
刀

ノ
影

二
馬
驚
テ
弓
手

へ
切
ケ
ル
処
ヲ
、
得
タ
リ
賢
シ
ト
走
寄
テ
鐙
ノ
鼻
ヲ
ソ

返
シ
タ
リ
ケ
ル
、
白
岩
余

二
手
本
近
ク
引
添
タ
レ

ハ
、
敵
ノ
太
刀

ニ
テ
ハ

中
々
働
キ
得
ス
シ
テ
、
腰
刀
ヲ
抜
ン
ト
シ
ケ
ル
カ
、
結
タ
ル
腹
帯
ヤ
延
タ
リ

ケ
ン
、
鞍
ト
共
二
倒
二
成
テ
馬
ヨ
リ
下
へ
落

ニ
ケ
リ
、
白
岩

コ
レ
ヲ
起
モ
立

ス
、
押

テ
頸
ヲ
ソ
掻
タ
リ
ケ
ル
、
其
馬
放
レ
テ
浪
打
際

二
立
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、

曽
我
左
衛
門
走
寄
テ
我
物
白
ハ
ニ
取
テ
乗
ル
、
鎧

ハ
イ
マ
タ
死
骸
ニ
ト

・
マ
リ
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テ
、
白
沙
ノ
ウ
ヘ
ニ
有
ケ
ル
ヲ
、

八
木
岡
五
郎
左
衛
門
頓
テ
其
具
足
ノ
憤
鼻

揮
ノ
緒
ヲ
引
切
テ
、
顛

二
削
テ
ソ
着
タ
リ
ケ
ル
、
白
岩

】
人
力
高
名
二
能
キ

武
者
二
人
仕
立
ラ
レ
テ
、
三
人
共

頓
テ
敵
中
へ
打
入
ル
、

と
あ
り
、
神
田
本

(二
二
二
頁
)

・
西
源
院
本

(四
二
五
頁
)
に
同
じ
。
徴
古
館
本

(四
五
八
頁
)
と
も
同
類
だ
が
、
微
細
な
異
同
が
あ
り
、
む
し
ろ
玄
玖
本
の
方
に
同

一
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
本
は
傍
線
部
を
「
二
鐙
ヲ
返
サ
レ
テ
敵
馬
ヨ
リ
落
シ
カ

バ
」
、

波
線
部
を

「引
剥
テ
臆

テ
其
ヲ
ソ
」
と

し
簡
略
で
あ
る
。
こ
の
後
、
仁
木
義
長
奮

戦
の
場
面
は
徴
古
館
本

(四
五
九
頁
)
に
同
類
だ
が
、

義
長
討
ス
ナ
ト
下
知
セ
ラ
レ
ケ
レ

ハ
、
山
名
伊
豆
守
、
完
戸
安
芸

ノ
前
司
、

岡
部
三
郎
左
衛
門
、
寄
討
ス
ナ
列

ヤ
ト
テ
叫
テ
大
勢
ノ
中
へ
懸
入
リ
乱
合
テ

ソ
闘
ケ
ル
、
仁
木
越
後
守
ム
ハ
近

ツ
ク
敵
五
騎
切
テ
落
シ
、
二
騎

二
手
負
セ

テ
尚
敵
ノ
中
二
有
ナ
カ
ラ
、
太
刀

ノ
ス
コ
シ
仰
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
馬
手

ノ
足
ヲ

ア
ケ
テ
踏
直
シ
テ
ハ
切
合
ヒ
、
推
直
テ
ハ
打
合
ヒ
、
命

ヲ
際
ト
闘
タ
リ
、

と
あ
る
部
分
の
傍
線
部
は
徴
古
館
本
に
な
く
、
ま
た

「
越
後
守
」
は
徴
古
館
本
で

は

「越
前
守
」

で
、
玄
玖
本
の
方
に
よ
り
近
い
。
神
田
本

(二
二
二
頁
〉
は
ほ
ぼ

島
津
家
本
に
同
じ
。
西
源
院
本
は
△
ま

で
を

「仁
木
右
京
太
夫
、
山
名
伊
豆
守
、

完
戸
安
芸
四
郎
、
岡
辺
三
郎
左
衛
門
宗
縄
、
饗
場
六
郎
、
御
方
打

ス
ナ
、
継
ケ
ヤ

ト
テ
、
喚
テ
大
勢
ノ
中

へ
懸
入
リ
、
乱
合
テ
ソ
闘
ケ
ル
、
仁
木
右
京
太
夫
」
(四

二
五
頁
)
と
し
、
下
知
の
主
体
が
変
わ
る
。

巻
十
六
。
「児
島
三
郎
熊
山
上
旗
事
付
船
坂
没
落
事
」
に
熊
山
合
戦
の
記
事
あ
り
、

神
田
本
以
外
の
諸
本
に
同
じ
。
「新
田
義
貞
兵
庫
取
陣
事
付
楠
遺
言
事
」

に
和
田
範

長
討
死
の
こ
と
な
く
、
甲
類
諸
本
に
同
じ
。
正
成
兵
庫
下
向
の
際
の
述
懐
は
、

正
成

ハ
其
耳
異
義
ヲ
申

ニ
ヲ
ヨ
ハ
ス
、
サ
テ
ハ
大
敵
ヲ
シ
ヘ
タ
ケ
勝
負
ヲ
全

セ
ン
ト
ノ
智
謀
容
慮

ニ
テ
ハ
ナ
ク
、
無
弐
ノ
戦
士
ヲ
大
軍
二
当
テ
ラ
レ
ン
ト

ノ
計
ノ
仰
ナ
レ
ハ
、
討
死
セ
ヨ
ト
ノ
勅
定
御
察
ナ
レ
、
義
ヲ
重
シ
テ
死
ヲ
顧

ヌ
ハ
忠
臣
勇
士
ノ
所
存
ナ
リ
ト
テ
、

と
あ
り
、
徴
古
館
本

(四
七
九
頁
)

・
西
源
院
本

(四
四
四
頁
)
に
同
じ
。
神
田
本

(二
三
四
頁
)
は
内
閣
文
庫
本
と
同
様
、
「
楠
此
う

ヘ
ハ
異
議

ヲ
申

二
及

ハ
ス
、
さ

て
ハ
打
死
せ
よ
と
の
勅
定

コ
サ
ン
な
れ
と
て
」
と
簡
潔
。
「経
島
合
戦
事
付
正
成
自

害
事
」
で
の
、
楠
党
お
よ
び
菊
池

の
自
害
場
面
、

橋
本
八
郎
正
員
、
宇
佐
美
、
神
宮
寺
ヲ
始
ト
シ
テ
、
宗
徒

一
族
十
六
人
相
随

兵
五
十
余
人
、
思
々
二
並
居
テ
、

一
度
二
腹
ヲ
ソ
切
タ
リ
ケ
ル
、
菊
池
七
郎

武
朝

ハ
兄
肥
前
守
使

ニ
テ
、
須
磨
ロ
ノ
合
戦
体
ヲ
見

二
来
ケ
ル
カ
、
正
成
力

腹

ヲ
キ
ル
処

へ
行
合
テ
、
如
何
ト
申
セ
ハ
、
正
成
コ
ソ
只
今
最
後

ニ
テ
候
へ

ト

、

肥
前
殿
ニ
ハ
申
サ
セ
玉

ヘ
ト
云
ケ
レ
ハ
、
此
ル
家
二
生
タ
ル
者
、

ヲ
見
捨
テ
人
二
告

ル
ナ
ト
、
サ
ル
未
練
ノ
義
ヲ
ハ
存
セ
ヌ
者
ヲ
、

テ
可
帰
ト
テ
、
諸
共

二
腹

ヲ
掻
切
テ
同
枕
ニ
ソ
伏
タ
リ
ケ
ル
、

徴
古
館
本

(四
八
八
頁
)

・
内
閣
文
庫
本
に
同
じ
。
神
田
本

(二
四
〇
頁
)
は
傍
線

部
を
欠
く
。
西
源
院
本

(四
五
二
頁
)
は
傍
線
部
以
下
を
、
「イ
カ
テ
此
体

ヲ
見
捨
、

ヲ
メ
ヲ
メ
ト

ハ
可
帰
ト
テ
、
鰭

テ
下
人

二
此
様

ヲ
兄
二
急
走
帰
テ
告

ヨ
ト
云
テ
、

火
ヲ
取
テ
其
家

二
指
付

テ
、
同
自
害
ヲ
シ
テ
焔
ノ
中
二
臥
ニ
ケ
リ
」
と
、
下
人
に

報
告
を
命
じ
る
形
を
と
る
。
「
湊
川
合
戦
付
主
上
都
落
井
持
明
院
殿
御
事
」
の
、
求

塚
辺
で
の
新
田
義
貞
の
奮
戦
の
場
面
、

此
際

此
ヲ
ハ
争
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義
貞

ハ
薄
金
ト
云
鎧

二
、
鬼
切
鬼
丸
ト
テ
多
田
満
仲
ヨ
リ
伝
テ
、
源
家
累
代

ノ
重
宝
ヲ
ニ
振
被
帯
タ
リ
ケ
ル
ヲ
抜
持

テ
、
下
カ
ル
矢
ヲ
ハ
飛

コ
へ
、
上
カ

ル
矢
ヲ
ハ
差
伏
キ
、
真
中
ニ
ア
タ

ル
矢
ヲ
ハ
切
落
サ
ル
ケ
ル
間
身

二
志
モ
ナ

カ
リ
ケ
リ
、

と
あ
り
、
徴
古
館
本

(四
九
〇
頁
)

・
内
閣
文
庫
本
に
同
じ
。
神
田
本

(二
四
一
頁
)

は
、
傍
線
部
を

「十
方
よ
り
射
け
る
矢

ヲ

一
々
二
」
、
二
重
傍
線
部
を

コ

ツ
も

た

・
ざ
り
」
と
や
や
簡
略
。
西
源
院
本
は
、

義
貞

ハ
薄
金
ト
云
累
代
ノ
甲
ヲ
着
、
鬼
切
ト
云
相
伝
ノ
太
刀
ヲ
抜
テ
、
甲
突

ヲ
ス
キ
マ
ナ
ク
ユ
リ
合
セ
、
或

ハ
立
矢
ヲ
射
向

二
受
留
メ
、
或

ハ
来
矢

ヲ
鬼

切
ニ
テ
払
切

二
切
落
サ
レ
ケ
レ
ハ
、
身

ニ
ハ
悲
モ
無
リ
ケ
リ

(四
五
五
頁
)

と
別
系
統

の
本
文
を
持
つ
。
小
山
田
高
家
、
青
麦
を
刈
る
こ
と
は
な
く
古
態
本
に

同
じ
。
後
醍
醐
天
皇
の
比
叡
山
遷
幸
に
供
奉
し
た
人
名
列
挙
の
箇
所
、

軍
ヲ
イ
マ
タ
目
ニ
モ
見
ヌ
卿
相
雲
客
、
諸
亭
ノ
殿
原
モ
、
此

ニ
テ
手
並
ヲ
顕

ン
ス
ル
由
ノ
空
義
勢
ヲ
ソ
先
ト
シ
ケ
ル
、
今
度
山
門
臨
幸

二
参
候
ス
ル
宗
徒

ノ
人
々
ニ
ハ
、
近
衛
関
白
左
大
臣
公
忠
公
、
洞
院
ノ
右
大
臣
公
賢
公
、
吉
田

ノ
内
大
臣
定
房
公
、
三
条
大
納
言
公
明
卿
、
洞
院
権
大
納
言
公
泰
卿
、
御
子

左
権
中
納
言
為
定
卿
、
徳
大
寺
中
納
言
公
清
卿
、
吉
田
中
納
言
光
継
卿
、
捌

門
参
議
清
忠
卿
、
三
条
参
議
実
治
卿
、
三
条
坊
門
源
宰
相
中
将
通
冬
卿
、
千

種
宰
相
中
将
忠
顕
卿
、
禅
林
寺
宰
相
中
将
有
光
卿
、
日
野
正
三
位
資
明
卿
、

四
条
右
衛
門
督
隆
資
、
洞
院
左
衛
門
督
実
世
、
西
園
寺
左
兵
衛
督
公
重
、
菊

亭
中
宮
大
進
実
平
、
北
畠
別
当
顕
家
、
葉
室
中
宮
亮
長
光
、

と
あ
り
、
徴
古
館
本

(四
九
二
頁
)
に
同
じ
。
玄
玖
本

(二

・
六
〇
四
頁
)
は
傍
線

部

「坊
門
参
議
清
忠
卿
」
以
下
の
順
序
を
や
や
異
に
す
る
。
西
源
院
本

(四
五
六

頁
)
は
二
重
傍
線
部
が

「為
定
卿
」
の
次
に
、
波
線
部
が

「公
清
卿
」
の
次
に
入

る
な
ど
、
小
異
が
あ
る
。
神
田
本

(二
四
二
頁
)
は
別
系
統
で
人
名
も
少
な
い
。

巻
十
七
。
「近
江
合
戦
事
」
の
佐
々
木
道
誉
降
参
の
こ
と
、

r

佐
々
木
ノ
佐
渡
判
官
入
道
道
誉
、
京

ヨ
リ
潜

二
若
狭
路
ヲ
マ
ハ
リ
テ
、
東
坂

本

へ
降
参
シ
テ
申
ケ
ル
ハ
、
江
州

ハ
代

々
当
家
守
護

ニ
テ
候
ヲ
、
小
笠
原
上

①
洛
ノ
道
ニ
ト

・
コ
ホ
リ
テ
不
慮

二
両
度
ノ
合
戦
ヲ
イ
タ
シ
、
其
効
ヲ
モ
テ
頓

②

テ
ム
官
領
仕
候
事
、
道
誉
面
目
ヲ
ウ
シ
ナ
フ
所

ニ
テ
候
、
若
当
国
ノ
守
護
職

③

ヲ
恩
補
セ
ラ
レ
候

ハ
・
、
即
彼
ノ
国

へ
罷
向
テ
小
笠
原
ヲ
追
落
シ
、
国
中
*

ヲ
打
平
侯
テ
、

B

官
軍

二
力
ヲ
ツ
ケ
ン
事
、
時
日
ヲ
不
可
移

ニ
テ
候
ト
ソ
申
ケ

ル
、
主
上
モ
義
貞
モ
出
抜

テ
申
ト
ハ
知
玉
ハ
ス
、
誠

二
可
然
ト
テ
、

と
あ
り
、
徴
古
館
本

(五
三
一
頁
)

・
神
田
本

(二
七
四
頁
)
に
同
じ
。
西
源
院
本

(四
九
五
頁
)
は
、
波
線
部
が
な
く
、
二
重
傍
線
部
A
が

「将
軍
ノ
御
前

二
参
テ
」
、

傍
線
部
①
が

「
シ
テ
道

ヲ
隔
テ
」
と
な
り
、
△
に

「国
々
ノ
」
が
入
る
。
さ
ら
に

傍
線
部
②
が

「江
州
ノ
管
領
ヲ
給
候
者
」
、
③
が

「
二
下
向
仕
」
と
な
り
、

*
に

「
ノ
朝
敵
」
が
入
り
、
傍
線
部
④
が

「坂
本
ノ
通
路
ヲ
差
塞
敵
ヲ
兵
糧
攻

二
候

ヘ

シ
」
、
二
重
傍
線
部
B
が

「将
軍
モ
」
と
な
る
。
西
源
院
本
は
二
重
傍
線
部
A

・

B
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
道
誉
が
欺
い
た
対
象
が
主
上
で
は
な
く
、
将
軍
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
内
閣
文
庫
本
は
若
干
の
異
同
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
西
源
院
本
に
同
じ

で
あ
る
。
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巻
十
八
。
「義
顕
首
渡
大
道
事
」
は

コ

宮
御
息
所
御
事
」
の
後
、
「比
叡
山
開

關
事
」

の
す
ぐ
前
に
配
さ
れ
甲
類
諸
本

に
同
じ
。

「比
叡
山
開
關
事
」
の
う
ち
、

大
師
が
小
比
叡
の
峰
在
住
の
時

の

「波
母
山
ヤ
」
と

い
う
歌

(流
布
本
に
あ
り
)

は
な
く
、
こ
れ
も
甲
類
諸
本
に
同
類
。
西
源
院
本

(五
五
五
頁
)
に
あ
る
大
宮
権

現

の
別
名
、
聖
真
子
の
説
明
な
ど

の
増
補
記
事
は
な
く
、
徴
古
館
本

(五
九
三

頁
)

・
内
閣
文
庫
本
に
同
じ
。
神
田
本
は
小
比
叡
の
記
事
以
降
を
欠
く
。
こ
の
章

段
の
末
尾
を
内
閣
文
庫
本
は

「
旧
領
安
堵
ノ
其
外

二
兵
主
播
磨
田
下
笠
ヲ
武
家
寄

進
ノ
地
ト
シ
テ
副
ラ
レ
ケ
リ
」
と
す
る
。
傍
線
部
は
西
源
院
本

(五
五
七
頁
)

・

徴
古
館
本

(五
九
四
頁
)
に
は
な
い
。

巻
十
九
。
巻
頭

「光
明
院
殿
重
酢
御
事
」
は

「建
武
三
年
六
月
十
日
光
明
院
太

上
天
皇
重
酢
ノ
御
位

二
令
付
タ
マ
フ
ム
三
年
ノ
ウ
チ

ニ
天
下
反
覆
シ
テ
関
東
已
二

終
シ
カ
バ
其
例
如
何
有

ヘ
カ
ラ
ン
ト
」

で
始
ま
り
、
△
に
脱
漏
あ
る
ら
し
き
表
現

で
、
徴
古
館
本

(五
九
六
頁
)

・
神
田
本

(三
二
三
頁
)
に
同
じ
。
西
源
院
本

(五

六

一
頁
)

・
玄
玖
本

・
内
閣
文
庫
本
は
△
に

「此
君

ハ
故
相
模
入
道
宗
鑑
力
亡
シ

時
、
御
位
即
進
タ
リ
シ
カ
」
が
入
る
。
「春
宮
井
将
軍
宮
御
隠
事
」

の
、
毒
薬
を
勧

め
ら
れ
た
春
宮
の
述
懐
、
「夫
レ
人
間

ノ
習
イ

一
日

一
夜
ヲ
フ
ル
間

二
八
億
四
千

ノ
念
ア
リ
ト
イ

ヘ
リ
、
△
冨
貴
栄
花
ノ
人
ニ
ヲ
ヰ
テ
尚
此
苦
ヲ
ノ
カ
レ
ス
」
と
あ

り
、
西
源
院
本

(五
六
七
頁
)

・
神
田
本

(三
二
八
頁
)

・
徴
古
館
本

(六
〇
三
頁
)

に
同
じ
。
内
閣
文
庫
本
は
△
に

コ

念
悪

ヲ
発
セ
ハ

一
生
ノ
悪
身
ヲ
得
、
十
念
悪

ヲ
…
未
来
無
窮
ノ
生
死
何
ノ
時

ソ
」
と

い
う
詞
章
が
入
る
。
同
章
段
の
末
尾
も
徴

古
館
本

・
神
田
本

・
西
源
院
本
に
同
じ
だ
が
、
内
閣
文
庫
本
は
直
義
の
末
路
に
係

る
評
語
を
増
補
し
て
い
る
。
「青
野
原
合
戦
事
付
嚢
沙
背
水
陣
事
」
の
末
尾
は

「
増

コ
ナ

テ
後
詰
ノ
東
国
勢
京
都

二
着
ナ
ハ
恐
二
足
サ
ル
敵
ナ
リ
ト
モ
京
勢
ニ
ハ
思
蔓
サ
レ

ケ
ル
」
で
終
わ
り
甲
類
諸
本
に
同
じ
。
流
布
本
は
こ
の
後
に
北
畠
顕
家
討
死
の
記

事
を
持
つ
。

巻
二
十
。
「義
貞
夢
想
事
付
諸
葛
孔
明
事
」
の
故
事
の
部
分
、
諸
葛
孔
明
の
歌
う

詩
が
あ
る
。
徴
古
館
本

(六
三

一
頁
)

・
内
閣
文
庫
本
に
同
じ
。
神
田
本

(三
五
一

頁
)

・
西
源
院
本

(五
九
二
頁
)
は
な
し
。
同
章
段
の
本
文
は
内
閣
文
庫
本
に
あ
る

増
補
は
な
く
、
徴
古
館
本
に
同
じ
も

の
で
あ
る
。
「義
貞
首
掛
獄
門
事
付
勾
当
内
侍

事
」

の
う
ち
、
義
貞
の
和
歌
の
前
の
あ
た
り
か
ら
引
く
。

余

二
為
方
ナ
キ
任

二
媒
ナ
ル

ヘ
キ
便
リ
ヲ
尋
出
テ
度

々
消
息
被
通
ケ
レ
ト

モ
、
君
ノ
聞
召
レ
ン
事
モ
無
止
ト
ヲ
モ
ヒ
テ
、
内
侍
手

ニ
タ

ニ
モ
不
執
ト
傳

人
申
ケ
レ
ハ
、
中
将

一
痛
ウ
打
倥
テ
ム
、

誰
故

ニ
ヤ
ト
ル
快
ノ
涙
ト
モ
シ
ラ
テ
雲
井
ノ
月
ヤ
住
ラ
ン

ト
恨
佗

テ
中
々
不
言
成

ニ
ケ
リ
、
知
ス
誰
人
力
奏
申
ケ
ン
君
此
事

ヲ
聞
召

テ
、

と
あ
り
、
徴
古
館
本

(六
四
〇
頁
)

・
神
田
本

(三
五
七
頁
)
に
同
じ
。
玄
玖
本
は

△
の
部
分
に

「
ア
ハ
レ
ナ
リ
、
サ
ソ
思
フ
ラ
ン
ト
計
ノ
言
ノ
葉
タ
ニ
セ
メ
テ
聞
ハ

ヤ
」
が
入
る
。
内
閣
文
庫
本
は
傍
線
部
が

「
ソ
ヨ
ト
斗
ヲ
知
ラ
レ
ス
ヘ
キ
風
ノ
便

ノ
下
荻
ノ
穂
二
出
ル
マ
テ
ハ
無
ク
ト
モ
ト
テ
」
と
な
り
、
二
重
傍
線
部
が

「
ト
読

テ
被
遣
タ
リ
ケ
レ
ハ
、
君
ノ
聞
召
レ
ン
事
モ
偉
リ
有
リ
ト
テ
ヨ
ニ
哀
レ
ケ
ナ
ル
気

色

二
見
ヘ
ナ
カ
ラ
手
ニ
タ

ニ
取
ス
、
ト
使
帰
テ
語
リ
ケ
レ
ハ
、
中
将
イ
ト
思
ヒ
シ
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ホ
レ
テ
云

ヘ
キ
方
ナ
ク
、
有
ル
ヲ
葱
ノ
命
ト
モ
覚

ヘ
ス
成
リ
ヌ
ヘ
キ
ヲ
」
と
な
り
、

島
津
家
本
の
傍
線
部

の
内
容
を
敷
術

し
た
詞
章
が
歌
の
後
に
来
る
。
西
源
院
本

(六
〇
〇
頁
)
は
、
歌
の
上
句
が

「我
袖

ノ
涙
仁
屋
登
留
影
登
多
仁
」
と
あ
り
、
し

か
も
勾
当
内
侍
の
詠
と
す
る
な
ど
大
幅

に
異
な
る
。
「結
城
入
道
堕
地
獄
事
」
の

末
尾
は

「導
師
称
揚
舌
ヲ
展
タ
マ
ヘ
ハ
聴
衆
随
喜
ノ
涙
ヲ
ソ
流
シ
ケ
ル
」
で
終
わ

り
西
源
院
本

(六
〇
七
頁
)

・
徴
古
館
本

(六
四
九
頁
)

・
神
田
本

(三
六
四
頁
)
に

同
じ
で
、
内
閣
文
庫
本
の
よ
う
な
地
蔵
菩
薩
の
方
便
を
た
た
え
る
評
言
は
な
い
。

以
上
、
巻
二
十
ま
で
の
本
文
の
特
徴

を
見
て
き
た
結
果
、
巻

一
は
特
異
な
異
文

を
持
ち
、
あ
る
箇
所
は
今
川
家
本
、
ま
た
別
の
部
分
で
は
米
沢
本

・
学
習
院
本
に

近
く
、
し
か
し
ど
の
系
統
と
も
同
定
で
き
な
い
。
巻
二
以
降
の
巻
は
、
ご
く
わ
ず

か
の
箇
所
で
神
宮
徴
古
館
本
と
同
系
統

の
玄
玖
本
に

一
致
す
る
点
が
あ

っ
た
が
、

大
部
分
の
箇
所
で
神
宮
徴
古
館
本
に
同
じ
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
島

津
家
本
は
巻

一
以
外
は
神
宮
徴
古
館
本

の
系
統
の
写
本
と
み
な
し
う
る
。
本
文
系

統
認
定
の
上

で
大
き
な
指
標
と
な
る
箇
所
を
持

つ
巻
二
十
六

・
二
十
七
を
含
む
、

巻
二
十

一
以
降
に
つ
い
て
の
検
討

の
結
果
は
次
稿
に
譲
る
が
、
こ
の
見
通
し
に
大

き
く
矛
盾
は
し
な
い
。
(未
完
)

(
2
)
小
秋

元

段

「
南
都

本

『
太

平
記

』
本

文
考
ー

天

正
本
と

の
関
係

を
中

心

に
i

」

(『
駒
木

原
国
文
』
九
、

一
九
九
八

・
三
)

に
よ
り
、
南
都
本
系
統
の
諸
本

は
、

天
正
本
系

統
の
本
文

の
影
響
を
受

け

て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て

い
る
。

(
3
)
青
木

晃

「
天
理

図
書

館
蔵

『太

平
記
抜
書

』
」

(
『青

須
我
波
良
』

一
〇
、

一
九
七

五

・
五
)
。

(4
)
加

美

宏

『
太
平
記
享
受
史
論
考
』

(桜
楓
社
、

一
九
八
五

・
五
)
三

〇
〇
頁
。

(
5
)
長

坂

「島
津

家
本

『太

平
記
』
考
」

(
『奈

良
大
学
紀

要
』
八
、

一
九
七
九

・
一
二
)

で
、
こ
れ
ら

の
記
事

に
つ
い
て
検
討
し
た
。
訂
正
す
べ
き
点
も
あ

る
が
今
は
措
く
。

(
6
)
矢
代
和

夫

「
太
平
記
巻

一

「章

房
変
死
」
記
事

に

つ
い
て
ー

覚
え
書
き
-
⊥

(
『太
平

記
研
究
』
二
、

一
九
七

二

・
七
)
。

(
7
)
鈴

木

彰

「
『源
平
盛
衰
記
』
所
載
抜
丸
話

に
つ
い
て
-
軍
記
物
語
と
中
世
刀
剣
伝
書

の
間
ー

」

(
『面
』
五
、
二

〇
〇
二

・
七
)
。

(
8
)
小
秋

元

段

「古
態
本

『
太
平
記
』
論

へ
の

一
視
点
-

西
源
院
本

の
表
現
を

め
ぐ

っ

て
ー

」

(
『軍
記
物
語

の
窓

第

一
集
』
、

一
九
九
七

・
一
二
、
和
泉
書
院

)。

(
9
)
注

(
2
)

に
同
じ
。

〔付
記
〕
資
料

の
閲
覧

・
写
真
撮
影

な
ど

に
ご
高

配
を

賜
り
ま

し
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、

お
よ
び
そ

の
他

の
諸
機
関

に
深
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

注

(
1
)
長
坂

「
島
津
家
本

『太

平
記
』

の
出

現
1

『
太
平
記
抜
書
』

の
類
、
薩
州

本
と
の
関

係
を
中
心

に
ー
」

(
『論
集

・
『太
平
記
』
と
そ

の
時
代

(仮
名
)
』
、
新
典
社
、
未
刊
)
。
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